
・ 当たり前のことを当たり前に」今の世の中これでよいと思う。「

・人によっては良くも悪くもできる校則だったけど、自分は良い校則だったと思う。 ・必要以上に縛られることはな

かったので、のびのびと生活することができた。 ・社会のきびしさを実感できるのでよいと思う。

・社会に出てからすごく大切なことなのであってよいものだと思う。

・この校則は、ちゃんと自分で考えないといけないものだったから、社会に出ても役に立ちそう。

・学校外での活動などでも役だったと思うので、とてもいい校則だと思う。 ・スマートかつ深い。良かったと思う。

・わかりにくいこともありましたが、自分たちで創っていくような校則で、良いと思います。

・とても重みがあるけど、自由なこともできるのでとてもいいと思います。 ・社会に出て苦労しないかな、と思った。

・将来、絶対ルールとマナーを守れる大人になりたいから、このまま校則にしてほしいです。

・いいと思うけど、抽象的でわからない人もいるんじゃないかと思う。 ・自主自律は大事です。

・社会のルールとマナーは、自分でつちかっていくことにより身につくので、なかなか忘れないと思います。

、 。 。・社会を知ることにおいて 社会のルールとマナーを意識することは社会を知る第一歩だと思います この校則は守っていくものだと思います

・良いものだったと思う。理由は、細かくて多い校則ではなく、おおまかな「社会のルールとマナー」という校則をつけることによって、自分

でルールとマナーを考えるようになるから、社会人になってから必要な力が養われていると思う。

・自分自身で中学生としての生活態度や身だしなみを決めることができるので良かったと思う。ただ、なんだかんだいって小さいきまりは結構

あったと思う。

・大人になって必要となる、大事なことだと思います。大人になって悪い大人になる人もいますが、ルールとマナーさえ守っていれば、悪くな

る人も減ると思います。なので、有り！

・ルールもマナーも守れていない人もいたのが気になった。大人になってから後楽館の校則の大切さに気づく人もいるのでは。

・社会のルールとマナーが校則ということは、あーしなさい、こーしなさい、と具体的に言われることがあまりなかった、ということだと思っ

ています。私は社会のルールとマナーが校則というのは 「自分の行動に責任をもって、自分で考えて行動する」ことだと思っています。、

・珍しい校則で私自身も気に入ってます。みんなもこれに学んであいさつができる人が多いので、いい校則だと思う。社会に出ても恥ずかしく

ないような校則だと思う。

・よいものでした。断言できます。この校則についての３年間の指導ですが、少なくとも私にとってはとてもためになる学習でした。

・ 社会のルールとマナー」が校則なので、社会で許されていることなら何でもＯＫなんだと思っていたら、ちょこち「

「 」 。 、ょこダメなことがあって なんなんだろう と思いました だから校則はほとんど普通の中学校と同じだと思うので

あんまり「社会のルールとマナー」ではないと思います。

・よくわからない。どこまでよくて、どこまでいけないのか、とか。

・校則を知っていても、どのへんまでなのかあまり理解できていないので、みんなの個性を守りつつ、校則を具体的に決めた方がいいのかなっ

て思いました。

・もう少しちゃんとした校則があっても良いと思います。 ・少しわかりにくい。 ・もっとわかりやすくして欲しい

・あんまり意味がわからない部分がある。どういうのが社会のルールとマナーなのか、あまりわからなかった。

・別によいものとも悪いものだとも思いません。一人一人の意識の中に社会のルールとマナーがあり、それは個々で違

うからです。またそういうことを考えるとこの校風に味があると思います。

、 。・校則の意味を理解して実行できていたかというと 難しいところがあります

・ ルールとマナー」そして「自主性」の意味を勘違いしている人がいます。その人たちに、校則が何「

であるかをしっかりと話した方が良いと思います。

来月には後楽館の生徒となる皆さんと保護者の皆さんに、お話ししたいことがあります。オープンスクー

ルでも学校説明会でも必ず話題にしてきた「社会のルールとマナー」という後楽館の校則のお話です。こん

な校則をもつ学校はとても珍しい。と言うか多分ほかにはありません。珍しいだけでなくこの校則はとても

難しい。なにしろ紙に書いたものがない。いくら書いても書ききれません。自分で考えて、実行していかな

ければいけないのです。例えば岡山駅前には、いろんな服装や髪型の人が歩いています。学生服を着た人も

いればファッションモデルみたいな人、作業服の人も背広の人もいます。髪型や髪の色もいろいろです。こ

れが社会の「外見」ですから、それだけを見てこれでいいのかーと思ってしまえば「何でもＯＫ」になって

しまいます。そうではない。ここから「考える」という仕事が始まります。今日は、もうすぐ後楽館の一員

になる皆さんにヒントをあげましょう。まず、わかりやすくするために言葉を付け足してみましょう。後楽館の生徒が内山下校舎に移動

するときいつも出会う男の子。し 「社会のルールとマナー」 → 「日本の大人社会が、学生たちに望んでいるルールとマナー」

これがヒント。このことを後楽館で６年間考えるのです。６年間できっとわかります。今日はさらに特別ろちかの入り口にすわっている も「

サービス。もうちょっとヒントをあげよう 「日本の大人社会が学生たちに望むこと」とは何か？もたろう」の彫刻です。鬼をやっ 。

高校野球が始まりました。春も夏も甲子園は高校球児の汗と涙で熱く燃えます。でも甲子園球場で日頃やつけるイメージはなく、かわいら

っているプロ野球の様子を思い出してみます。打席のバッターは闘志まんまん、でもガムをくちゃくちゃかしい三歳児という感じ。これは蛭

んでいる。集中力を高めるのにガムは効果的なんだそうだ。時にはフーセンをふくらませたりする。対する田二郎（ひるた・じろう）という

ピッチャーはマウンド上で第一球…の前にツバを吐いた。何だかきちゃないぞ。さて、高校野球の選手が甲彫刻家の作品で、この人の桃太郎

子園でこれと同じことをやったら世間の人たちはどう思うでしょう。日本の高校野球が常に人気があるのはシリーズは特に有名。城下から岡

社会の人たちが、そこに若者の理想像を見ていると思うのです。学生はこうあってほしい。学生がこうであ山駅まで歩く間にいろんな格好の

れば日本という国は何とかなる。だから日本の大人社会は、高校球児がグラウンドでガムを噛むこともツバ桃太郎数人に出会え

を吐くことも許さないでしょう。ルールもマナーもない情けない大人がいることも確かですが、大多数の日ます。犬猿キジの像

本の大人が保っている秩序でこの国は成り立っています。この大多数の大人が学生に期待するルールとマナもちゃんとあるから

ーのかなりの部分が、甲子園の高校野球にはぎゅっとつまっているように思うのです。これがヒントです。探してみたら？きび

。 。 。だんごの像はない。 今日はここまでです 入学してからこのことを考える機会は山ほどあります 今度は入学式で会いましょう


